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Shy-Drager症候群における心臓交感神経機能の評価 
―123I-MIBG心筋シンチグラフィーを用いての検討―

井門 明
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Shy-Drager症候群は，起立性低血圧を中心とした全

身性の自律神経障害を特徴とする症候群であり，心臓交

感神経機能の異常も推定されているが，これに関しての

十分な検討はなされていない．

本研究の目的は，l231-MIBG心筋シンチグラフイーを

用いてShy-Drager症候群の心臓交感神経機能の評価を

行うとともに，これと他の自律神経機能，心機能との関

連について検討することである．
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の評価
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表１目的
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患者背景です(表３）.平均年齢65歳の男性５例,女性

２例であり，擢病期間は１年未満から５年,平均2.7年

でした．１例が経過中介助歩行へ進行しましたが，他

は独歩可能でした。治療薬として，１例でL-DOPS，

１例でamezinium，suprifenが用いられていました

が，その他の症例は投薬を受けていませんでした、そ

れぞれの症例での錐体外路徴候，小脳徴候や自律神経
、

障害の有無は表４に示す通りです．

起立性低血圧を主症状とするShy-Drager症候群：７例

（男性５例，女性２例，平均年齢65歳）

健常成人の対照群：５例（男性５例，平均年齢26歳）

Shy-Drager症候群は，起立性低血圧を中心とした

全身性の自律神経障害を特徴とする症候群であり，心

臓交感神経機能の異常も推定されていますが，これに

関しての十分な検討はなされていません．本研究の目

的(表１）は，’231-ＭIＢＧ心筋シンチグラフィーを用い

て，Shy-Drager症候群の心臓交感神経機能の評価を

行い，これと他の自律神経機能，心機能との関連につ

いて検討することです．対象は，起立性低血圧を主症

状とするShy-Drager症候群７例で，健常成人５例を

対照としました(表２）．
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これとは別に,２０１Ｔｌにて心筋血流の評価も行いました

(図１）．'231-ＭIＢＧは胸部正面planar像で上縦隔と心

筋に関心領域を設定し，４時間後像での心筋。上縦隔

比(以下Ｈ/Ｍ)を心筋集積の定量的指標としました・

Washoutrateは，ｅａｒｌｙｉｍａｇｅとdelayedimageで

の心筋集積カウントから，図２に示す式で算出しまし

た．

次に心拍変動解析による自律神経機能の評価です

(表５）．Holter心電図記録を，マルケット8000Ｔにて

解析し，正常洞調律時のＲＲ間隔について以下の指標

を求めました.非スペクトル解析によりＰＮＮ50,スペ

クトル解析によりＬＥＨＦ,ＬＦ/ＨＦを求め，ＨＦおよ

びｐＮＮ５０を副交感神経活性の,ＬＦおよびＬＦ/ＨＦを

交感神経活性の指標としました．

Shy-Drager症候群7例にtiltingtestを行い，前後

の血圧，心拍数，血築ノルアドレナリン値の変動を測
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次に方法ですが，心筋シンチグラフィーの撮像

は，’231-ＭIＢＧは静注後15分と４時間後に行い，early

imageとdelayedimageで､の心筋集積から，’231-

ＭIＢＧのwashoutrateを定量的に求めました．また
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